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収容ビルからユーザー宅に張ればよ

いのに、どうして、わざわざ光ファ

イバーを途中で分岐するといった面

倒なことをするのか、といった疑問

が出てくる。収容ビルから出ていく

光ファイバーは、実は、すべてのユ

ーザーに１本１本引けるほど十分な

本数がないケースがある。仮にSS

で光のサービスを提供していったと

すると、需要が少ないうちはよいが、

多くなってくると光ファイバーが足

りなくなってくる。その場合、新た

に光ファイバーを引いてもよいかも

知れないが、一般には莫大な費用が

かかる。PONの形態にすれば、光

ファイバーを複数ユーザーで共用す

ることができ、光ファイバーを節約

することができる上、コストも抑え

ることができる。PONにおいては、

複数ユーザーからのデータがぶつか

らないように、また、それぞれのユ

ーザーへデータが分離できるような

仕掛けが必要であり、SSに比べて

装置内での処理は複雑である。

PONの方式は、転送されるパケ

ットの種類などにより種々あり、

B-PON（Broadband-PON）やE-

PON（Ethernet-PON）が代表であ

る。B-PONは、ATMベースのシス

テムであり、伝送方式はITU-T（国

際電気通信連合　電気通信標準化セ

クタ）ですでに標準化されている

一方、PONは、収容ビルから出た

光ファイバーを途中で、８本とか

16本とか何本かに分岐して、分岐

した光ファイバーを各ユーザー宅ま

で延ばすものである。分岐するとき

に用いる光スプリッタが電源不要な

受動素子であるため、”passive”と

いう形容詞が付く。

SSにおいては、収容ビルとユー

ザー宅の間で、他のユーザーとは関

係なく1:1で通信ができればよいの

で、単純な構成で装置が実現できる。

メディアコンバータがその代表で、

メタルと光の伝送方式の間で文字通

り伝送媒体（メディア）の変換を行

うものである。収容ビル内およびユ

ーザー宅内でメタルと光の変換を行

い、光で収容ビルとユーザー宅の間

の伝送を行う。速度100Mbit/sのメ

タル方式 100B a s e - T Xと光方式

100Base-FXの間の変換を行うもの

が主流である。最近では、保守信号

のやりとりなどについて、国内の標

準化団体であるTTC（社団法人情

報通信技術委員会）の技術仕様

（TS-1000）に基づくメディアコン

バータも開発され、インタオペラビ

リティ（相互接続性）の確保が容易

になってきている。

PONという形態は、SSに比べる

とわかりづらいかも知れない。電話

線のように光ファイバーを１本ずつ

2001年にBフレッツサービスが

開始されて、一般ユーザーでも使え

るいわゆるFTTH（Fiber To The

home）が始動した。アクセス系に

光を使うサービスは以前からあった

が、高速デジタル専用線、ATM専

用線などビジネスユーザー向けの専

用線サービスであり、料金も非常に

高く、個人が手軽に使える代物では

なかった。一般ユーザーが手の届く

料金でサービスが提供できるように

なった大きな理由のひとつとして、

アクセス装置価格が安くなったこと

が挙げられる。本稿では、インター

ネット接続サービスを提供するため

の光アクセスシステムについて、現

状と今後の展開などについて述べた

いと思う。

アクセス系においては、装置と光

ファイバー網の間には、切っても切

れない関係がある。アクセス系の光

ファイバー網は、トポロジーにより、

SS（Single Star）とPON（Passive

Optical Network）に分けられる。SS

は、通信事業者ビル（以下、収容ビ

ル）とユーザー宅を光ファイバーに

より１対１で結ぶものである。光フ

ァイバーと銅線の違いはあるが、従

来の電話と同じトポロジーである。
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（G . 9 8 3 . 1）。物理速度は、下り

622Mbit/s、上り155Mbit/sであり、

ユーザーネットワークインタフェー

スが100Base-TXであるので、ユー

ザーに提供できる最大速度は

100Mbit/sである。最大32までの分

岐が可能である。

一方のE-PONは、その名のとお

りイーサベースのシステムである。

伝送方式が標準化されていないた

め、各社独自の仕様となっており、

物理速度も 100M b i t / s程度から

622Mbit/sとバラエティに富む。ユ

ーザーに提供できる最大速度は、

B-PONと同様に100Mbit/sであり、

分岐数も最大32までである。

Bフレッツサービス用の光アクセ

スシステムとしては、現在、最大

100Mbit/sの速度をユーザーに提供

できる状況にある。今後、どのよう

な展開が考えられるのだろうか。

速度については、より高速になる

ことはあっても、低くなることはな

いだろう。PONタイプで言えば、

Gbit/sクラスの速度が出せるシステ

ムの検討が進んでいる。方式として

は、大きく２つあり、IEEEで検討

中のイーサベースのシステム

（Gbit/sのE-PONという意味で、

GE-PONと呼ばれることもある）

とFSAN（Full Service Access

Networks）で検討中のイーサフレ

ームとは異なる可変長フレームをベ

ースとしたシステム（G-PON）で

ある。いずれの方式でも、上り下り

ともに物理速度は１Gbit/sであり、

ユーザーは最大1Gbit/sの速度を享

受できる。

PONのもっと進んだ形として、

WDM-PON（Wavelength Division

Multiplexing-PON）の検討も行わ

れている。B-PONなどにおいては、

光スプリッタで単に光のパワーを分

岐するのに対してして、W D M -

PONでは、ユーザー毎に波長で光

を分離する。光ファイバー網のトポ

ロジーとしてはPONであるが、他

のユーザーとの干渉がないためSS

的とも言え、ユーザー毎に独立した

方式、速度を提供することが大きな

特徴である。

光のユーザー数は、着実に増えて

はいるが、ADSLに比べて伸びはま

だまだ鈍い。光を必要とするアプリ

ケーションが明確でないことが、原

因のひとつであろう。現在、

100Mbit/sの速度で不足するような

アプリケーションは、見あたらない

といってもよい。ホームページを見

たり、メールのやりとりをしたりす

るだけであれば、数百kbit/sからせ

いぜい数Mbit/sの速度があれば十

分であるし、映像や音声のストリー

ム 系 通 信 で も 同 様 で あ る 。

100Mbit/sを必要とするようなスト

リーム系コンテンツなどは、そうそ

う出てこないように思われる。ただ、

１年先に何が起こるのか予想できな

いのが、この世界である。たとえば、

極めて大容量のファイルを転送する

などという使い方は容易に考えられ

る。ADSLの10Mbit/sで転送する

のに１時間かかるようなファイル

も、100Mbit/sなら６分で済むし、

さらに、１Gbit/sになれば40秒足

らずで完了してしまう。

光が、ISDNの二の舞になること

はないと思うが、システムの開発だ

けでなく、アプリケーションの開発、

発掘が極めて重要である。ISDNの

場合、あまり明確な使い道が示され

ないままサービスがスタートしたた

めか、ユーザー数の増加は鈍かった。

インターネットアクセスという画期

的な使い道が発見され、急激に増加

したものの、すぐにADSLが出現し

て、今やユーザー数は減少傾向であ

る（平成11年３月末に407万回線だ

ったのが、平成14年３月末には1033

万回線まで増加。しかし、平成15年

３月末には 961万回線まで減少）。

ISDNがADSLに対して、速度の点

で太刀打ちできないのに加えて、料

金も大差なかったことが大きい。

光は本当の意味で普及するのか、

それとも一部のユーザーにとどまる

のか？　国内のADSLのユーザー数

は、平成15年３月末で700万を超え

ており、増加の一途である。ADSL

が、光の世界に飛び立つための滑走

路なのか、それともそのままずっと

続く道路なのか現時点でははっきり

しないが、光アクセスシステムの開

発にたずさわっているひとりとし

て、光の躍進を切に願ってやまない。

612003 Vol.40 No.9

光アクセスシステム開発の現状と今後の展開▲

光アクセスシステムの今後の展開 光の飛躍に向けて


